
平成™œ年˜月š˜日 木曜日 第œ ��号官 報
住
所
東
京
都
渋
谷
区
初
台
１
丁
目
1
2番
９
号

尹
亞
希
子
昭
和
5
9年
９
月
1
2日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
千
束
４
丁
目
５
番
４
号

金
龍
秀
昭
和
5
8年

1
2月

2
0日
生

住
所
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
西
條
字
附
田
1
1番
地

１朴
貴
与
孝
昭
和
4
7年
８
月
２
日
生

住
所
名
古
屋
市
中
川
区
十
番
町
２
丁
目
1
5番
地

金
¥
子
昭
和
5
1年
４
月
７
日
生

住
所
愛
知
県
小
牧
市
小
牧
１
丁
目
2
5
4番
地

リ
ュ
ウ
ジ
・
ア
バ
ド
・
モ
チ
ヅ
キ
平
成
1
7年

1
2月
１

日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
石
神
井
台
３
丁
目

2
7番

1
6
`

4
0
3

号タ
ン
・
ピ
サ
イ
昭
和
5
4年
９
月
1
6日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
５
丁
目
1
4番

1
8号

朴
根
順
昭
和
2
4年
７
月
３
日
生

住
所
埼
玉
県
秩
父
市
山
田
2
6
7
2番
地
９

楊
維
佳
平
成
３
年
５
月
1
1日
生

住
所
横
浜
市
神
奈
川
区
西
神
奈
川
１
丁
目
６
番
地
1
5

方
未
瑞
穗
昭
和
6
3年
６
月
４
日
生

住
所
岡
山
市
北
区
青
江
５
丁
目
９
番
1
0号

徐
命
順
昭
和
８
年
４
月
1
4日
生

¨
朋
弘
昭
和
5
0年

1
1月
４
日
生

１

日
本
国
政
府
は
、
次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
ノ
ル

ウ
ェ
ー
王
国
民
か
ら
の
申
請
に
対
し
、
発
給
日
か
ら
三

箇
月
間
有
効
な
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
査
証
を
発
給

す
る
。

î

前
記
の
査
証
の
申
請
時
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
に
居

住
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
民
で
あ
る
こ
と
。

@

入
国
の
日
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
期
間
日
本
国
に

お
い
て
主
と
し
て
休
暇
を
過
ご
す
意
図
を
有
す
る
こ

と
。

A

前
記
の
査
証
の
申
請
時
の
年
齢
が
十
八
歳
以
上
三

十
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
。

B

被
扶
養
者
を
同
伴
し
な
い
こ
と
（
被
扶
養
者
が
前

記
又
は
そ
の
他
の
査
証
を
有
す
る
場
合
を
除
く
。）。

û

有
効
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
旅
券
を
所
持
し
、か
つ
、

帰
国
の
た
め
の
旅
行
切
符
又
は
こ
の
よ
う
な
切
符
を

購
入
す
る
た
め
の
十
分
な
資
金
の
い
ず
れ
か
を
所
持

す
る
こ
と
。

D

日
本
国
に
お
け
る
滞
在
の
当
初
の
期
間
に
生
計
を

維
持
す
る
た
め
の
十
分
な
資
金
を
所
持
す
る
こ
と
。

E

滞
在
終
了
時
に
日
本
国
を
出
国
す
る
意
図
を
有
す

る
こ
と
。

F

以
前
に
前
記
の
査
証
の
発
給
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。

G

十
分
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
及
び
健

康
で
あ
る
こ
と
。

２

１
に
い
う
査
証
の
申
請
は
、
こ
の
制
度
に
特
有
の
手

続
に
従
い
、
在
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
日
本
国
大
使
館
に
対

し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。申
請
者
は
、

必
要
な
と
き
は
、
資
格
決
定
の
た
め
、
同
大
使
館
の
代

表
者
に
よ
る
面
接
を
受
け
る
。

３

申
請
者
は
、
日
本
語
の
知
識
の
欠
如
の
み
を
理
由
と

し
て
１
に
い
う
査
証
の
発
給
を
拒
否
さ
れ
な
い
。

４

日
本
国
政
府
は
、
１
に
い
う
査
証
を
有
す
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
王
国
民
に
対
し
、
入
国
の
日
か
ら
最
長
一
年
の

期
間
日
本
国
に
滞
在
す
る
許
可
を
与
え
る
。
ノ
ル

ウ
ェ
ー
王
国
民
は
、
許
可
さ
れ
た
期
間
を
超
え
て
滞
在

を
延
長
す
る
こ
と
及
び
そ
の
滞
在
期
間
中
に
滞
在
資
格

を
変
更
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

５

こ
の
制
度
に
参
加
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
民
は
、
日

本
国
に
お
け
る
滞
在
期
間
中
に
、
旅
行
資
金
を
補
う
た

め
に
休
暇
に
付
随
的
な
就
労
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

日
本
国
政
府
は
、
こ
の
制
度
に
よ
り
日
本
国
に
入
国

し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
民
が
日
本
国
の
法
令
を
遵
守

し
、
か
つ
、
こ
の
制
度
の
目
的
に
反
す
る
仕
事
に
従
事

し
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
。

７

こ
の
制
度
に
参
加
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
民
は
、
日

本
国
の
関
係
法
令
の
範
囲
内
で
、
日
本
国
の
文
化
及
び

一
般
的
な
生
活
様
式
を
学
ぶ
目
的
の
た
め
、
短
期
間
の

語
学
講
座
又
は
類
似
の
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

８

日
本
国
政
府
は
、
公
安
、
公
の
秩
序
、
公
衆
衛
生
又

は
出
入
国
管
理
上
の
危
険
性
を
理
由
と
し
て
前
記
の
諸

措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
一
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
停
止
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
政

府
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
直
ち
に
通
告
さ

れ
る
。

９

日
本
国
政
府
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
政
府
に
対
し
、

書
面
に
よ
る
三
箇
月
の
予
告
を
も
っ
て
前
記
の
諸
措
置

を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
国
外
務
省
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ

こ
に
重
ね
て
在
本
邦
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
に
向
か
っ

て
敬
意
を
表
す
る
。

二
千
十
二
年
十
一
月
二
日
に
東
京
で

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
三
号

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日
に
東
京
で
、
ワ
ー
キ
ン

グ
・
ホ
リ
デ
ー
制
度
に
関
す
る
次
の
口
上
書
の
交
換
が
ノ

ル
ウ
ェ
ー
王
国
政
府
と
の
間
で
行
わ
れ
、
同
口
上
書
に
い

う
措
置
は
、平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

（
日
本
国
外
務
省
か
ら
在
本
邦
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国

大
使
館
宛
て
の
口
上
書
）

欧
西
欧
第
四
一
二
一
号

口
上
書

日
本
国
外
務
省
は
、
在
本
邦
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
日
本
国
政
府
が
、
日
本
国

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
と
の
間
の
一
層
緊
密
な
協
力
関
係
を

促
進
す
る
と
の
精
神
の
下
に
、
日
本
国
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王

国
と
の
間
の
相
互
理
解
を
促
進
す
る
た
め
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王

国
民
、
特
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
の
青
少
年
に
対
し
日
本
国

の
文
化
及
び
一
般
的
な
生
活
様
式
を
経
験
す
る
た
め
の
一

層
広
範
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
希
望
し
、
ま
た
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
王
国
民
が
長
期
に
わ
た
り
主
と
し
て
休
暇
を
過

ご
す
た
め
に
日
本
国
に
入
国
し
、
か
つ
、
旅
行
資
金
を
補

う
た
め
に
休
暇
の
付
随
的
側
面
と
し
て
仕
事
に
従
事
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
目
的
を
有
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ

デ
ー
の
た
め
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
王
国
民
の
日
本
国
へ
の
入
国
に
関
し
、
二
千
十
三

年
二
月
一
日
か
ら
日
本
国
の
関
係
法
令
の
範
囲
内
で
相
互

主
義
に
基
づ
き
次
の
措
置
を
と
る
用
意
を
有
す
る
こ
と
を

同
大
使
館
に
通
報
す
る
光
栄
を
有
す
る
。

住
所
埼
玉
県
草
加
市
西
町
2
0
4番
地

李
錦
美
昭
和
5
5年
８
月
３
日
生

住
所
島
根
県
邑
智
郡
美
郷
町
浜
原
1
5
9番
地
５

朴
智
子
昭
和
5
6年
７
月
2
6日
生

住
所
横
浜
市
金
沢
区
能
見
台
東
1
3番
１
`
4
0
4号

韓
梨
奈
平
成
４
年
３
月
５
日
生

住
所
横
浜
市
南
区
三
春
台
1
3
0番
地

金
洋
子
昭
和
3
5年
８
月
８
日
生

住
所
横
浜
市
港
南
区
日
野
８
丁
目
3
0番

2
6号

田
慶
吉
昭
和
5
1年
８
月
1
6日
生

住
所
横
浜
市
南
区
六
ツ
川
２
丁
目
1
3
8番
地
４

徐
亞
希
子
昭
和
5
9年
１
月
1
7日
生

住
所
川
崎
市
高
津
区
溝
口
２
丁
目
1
7番
２
号

孫
佳
世
昭
和
5
9年
１
月
1
6日
生

住
所
川
崎
市
高
津
区
千
年
3
0
2番
地

張
英

昭
和
4
8年
５
月
８
日
生

住
所
相
模
原
市
緑
区
大
島
3
0
4
9番
地

崔
C
彰
昭
和
6
1年
４
月
２
日
生

住
所
横
浜
市
神
奈
川
区
西
神
奈
川
１
丁
目
６
番
地
1
5

方
紗
祐
梨
昭
和
6
1年
２
月
2
8日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
寺
田
町
２
丁
目
５
番
1
8号

金
道
昭
和
5
9年
５
月
2
2日
生

金
£
介
昭
和
6
2年
１
月
2
6日
生

住
所
兵
庫
県
三
田
市
学
園
８
丁
目
７
番
地
２

韓
寶
映
昭
和
3
0年
８
月
2
0日
生

住
所
京
都
市
右
京
区
梅
津
徳
丸
町
1
7番
地
1
9

朴
春
子
昭
和
1
5年
４
月
1
5日
生

田
明
子
昭
和
4
0年

1
1月

2
3日
生

田
實
昭
和
4
2年
９
月
２
日
生

住
所
京
都
市
右
京
区
鳴
滝
K
花
寺
町
６
番
地
4
0

朴
六
子
昭
和
1
8年
１
月
3
1日
生

香
昭
和
4
4年
２
月
1
7日
生

住
所
京
都
市
北
区
上
賀
茂
谷
町
1
5番
地

寧
之
昭
和
4
7年
３
月
２
日
生

住
所
京
都
市
右
京
区
梅
津
尻
溝
町
８
番
地
3
0

健
二
昭
和
4
8年

1
1月
２
日
生

住
所
京
都
府
長
岡
京
市
金
ケ
原
北
裏
1
1番
地
1
8

˜
奈
津
芽
昭
和
5
9年
８
月
2
8日
生

˜
亞
月
昭
和
6
1年

1
2月
３
日
生

˜
彰
吾
平
成
２
年
1
0月

1
6日
生

住
所
京
都
市
右
京
区
西
京
極
畔
勝
町
6
3番
地

許
勉
昭
和
5
7年
９
月
９
日
生

住
所
京
都
府
舞
鶴
市
田
園
町
２
丁
目
5
8番
地

金
由
美
昭
和
4
1年
３
月
1
6日
生

（
在
本
邦
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
か
ら
日
本
国

外
務
省
宛
て
の
口
上
書
）

c
3
1／

1
2

（
訳
文
）口

上
書

在
本
邦
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
大
使
館
は
、
日
本
国
外
務
省

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
政
府
が
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
と
日
本
国
と
の
間
の
一
層
緊
密
な
協
力

関
係
を
促
進
す
る
と
の
精
神
の
下
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国

と
日
本
国
と
の
間
の
相
互
理
解
を
促
進
す
る
た
め
日
本
国

民
、
特
に
日
本
国
の
青
少
年
に
対
し
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
の

文
化
及
び
一
般
的
な
生
活
様
式
を
経
験
す
る
た
め
の
一
層

広
範
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
希
望
し
、
ま
た
、
日
本

国
民
が
長
期
に
わ
た
り
主
と
し
て
休
暇
を
過
ご
す
た
め
に

ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
に
入
国
し
、
か
つ
、
旅
行
資
金
を
補
う

た
め
に
休
暇
の
付
随
的
側
面
と
し
て
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
目
的
を
有
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ

デ
ー
の
た
め
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
日
本

国
民
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
へ
の
入
国
に
関
し
、
二
千
十
三

年
二
月
一
日
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
の
関
係
法
令
の
範
囲

内
で
相
互
主
義
に
基
づ
き
次
の
措
置
を
と
る
用
意
を
有
す

る
こ
と
を
同
省
に
通
報
す
る
光
栄
を
有
す
る
。
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